


平次元についての飯高の加法予想を証明すること

でした。川又先生の初期の仕事も飯高の加法予想

をいろいろな条件の下で証明することでした。そ

して実際それを使って, アーベル多様体の双有理

的特徴付けに成功しました (1979年 )。

一方その少し前に,森先生は,Hartshone予 想

という難問を,斬新な手法で解かれました。その

テクニックを 3次代数多様体に使うことにより3

次元多様体の極小モデル理論への道が切り開かれ

ました。一般に曲面は極小モデルと呼ばれる良い

性質をもった曲面からブローアップという操作を

繰り返して得られますが, 3次元以上では非特異

な極小モデルが存在しない例などもあって, うま

く行かないと思われていました。実際,飯高先生

の分類理論も極小モデルなしで進められていまし

た。川又先生は小平消滅定理の一般化である川又

― ViehWegの消滅定理をViehweg氏と独立に示

され, これを使って極小モデル理論の鍵となる

Base Pdnt Free Theoremを 証明しました。 この
neOremに より,Flip予想が示されれば,期待

すべき極小モデルが,特異点を持つけれども存在

することがわかります。さらに川又先生はこの極

小モデル予想から飯高加法予想が導かれることも

示されました。 したがって,飯高プログラムは極

小モデル理論へ取り組まれたことになります。

極小モデル予想の中心問題Flip予想について

は,川又先生はF lipが存在するための必要条件を

1つお考えになり, 3次元多様体の特別な場合に

極小モデルが存在することを示しました。一方,

森先生は極小モデルにあらわれる特異点である

terminal特異点を3次元の場合に研究しましたが
,

Flip予想の状況にあらわれるterminal特 異点と

その分布などから,川又先生の必要条件が満たさ

れることを証明しました。 したがって3次元極小

モデル予想が示されました。このように飯高先生

の先駆的研究と,森,川又両先生の活発な研究が

この 3次乖多様体の大理論を生み出したのです。

今後も高次元極小モデル理論や 3次元多様体の詳

細な分類に向けて,川又先生が一層ご活躍される

ようお祈りいたします。
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